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　ホタテは高
こ う

級
きゅう

食
しょく

材
ざ い

で知
し

られるおいしい貝
か い

ですが、残
の こ

った貝
か い

がらがごみ

になります。処
し ょ

分
ぶ ん

も再
さ い

利
り

用
よ う

もなかなか進
す す

んでおらず、大
た い

量
りょう

の廃
は い

棄
き

物
ぶ つ

とし

て産
さ ん

地
ち

を悩
な や

ませています。そんな“やっかいもの”と、捨
す

てられたプラスチッ

クを原
げ ん

料
りょう

にして生
う

まれたのが「ホタメット」という名
な

のヘルメットです。日
に

本
ほ ん

で指
ゆ び

折
お

りのホタテの産
さ ん

地
ち

、北
ほ っ

海
か い

道
ど う

猿
さ る

払
ふ つ

村
む ら

とプラスチックメーカーの甲
こ う

子
し

化
か

学
が く

工
こ う

業
ぎょう

（大
お お

阪
さ か

市
し

）がいっしょに開
か い

発
は つ

しました。

　ホタメットの表
ひょう

面
め ん

には、ホタテの貝
か い

がらをまねたプリーツ（折
お

り目
め

）のよう

なおうとつがついています。おうとつがつくと強
きょう

度
ど

が上
あ

がるため、ふつう

のヘルメットに比
く ら

べて約
や く

30％
パーセント

、耐
た い

久
きゅう

性
せ い

が上
あ

がりました。

　表
ひょう

面
めん

につけられたおうとつを「リブ」といい、スーツ

ケースやペットボトルにも見
み

ることができます。

　リブをつけられたものは、大
おお

きな衝
しょう

撃
げき

を受
う

ける面
めん

積
せき

が

へり、こわれたり、ゆがんだりしにくくなります。
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ず
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プロジェクト）で紹
しょう

介
かい

されたバ

イオミミクリーの例
れい

です。ほかにもさまざまな海
うみ

の環
かん

境
きょう

に関
かん

する情
じょう

報
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がひろうされ、デジタル地
ち

球
きゅう

儀
ぎ
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つか
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じ

由
ゆう

研
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究
きゅう

のや

り方
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を教
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わる子
こ
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　８月
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しょう

中
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生
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しょう
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しょく
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化
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質
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嶋
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きなので楽
たの

しかった」と感
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想
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をのべました。
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